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官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 横須賀市 

②事業名 浦賀レンガドック周辺区域の利活用 

③本事業の現在の 

検討ステージ 

以下の中から本案件の検討ステージを選択してください。 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

 

同区域を海洋都市横須賀の実現に向けた重要拠点となるよう集客交流拠点

として整備したいが、民間事業者に導入を期待する機能やその事業手法につ

いては具体的に決まっておらず、民間事業者からの助言・提案を踏まえ検討

している段階。 

また、浦賀の立地ポテンシャルやアンケート等によるヒアリングを「浦賀

レンガドック周辺区域活用調査委託」で別途行っている。 

④サウンディングの目的 令和３年３月に住友重機械工業株式会社から寄附を受けた浦賀レンガドッ

クは、明治 32 年(1899 年)に建造されて平成 15 年(2003 年)に閉鎖され

るまで 1,000 隻以上の船の製造や修理を行ってきた歴史のある造船所で、

レンガ造りのドライドックとしては日本では浦賀にしか現存していない貴重

な施設である。 

この浦賀レンガドックを保存活用するとともにその周辺区域とあわせて、

海洋都市横須賀の実現に向けた重要拠点となるよう官民連携により整備した

い。 

ついては、立地エリアのポテンシャルや新たな施設を整備する際の事業手

法等に関し、ご意見・ご提案をいただきたい。 

⑤民間事業者に対する 

質問事項 

〇立地エリアの活性化のために効果が高い業種や業態について、ご提案いた

だきたい。 

〇事業手法、事業性について、手法別の損益の見込み、分岐点、メリット及

び課題、同地に適した事業手法など）官民連携手法としてどのような事業

手法が想定され得るか、また、どの手法が適しているかについて、ご提案

いただきたい。あわせて、事業手法ごとのメリットやデメリットについて

もご意見をいただきたい。 

〇レンガドックの有形文化財(建造物)登録の有無について、ご意見をいただ

きたい。 

〇新たに整備する施設には、観光拠点としてのハブ機能や浦賀地域及び横須

賀市域の歴史的な要素を取り入れることを踏まえご提案いただきたい。 

〇護岸及び海域の利活用について、ご提案いただきたい。 

〇浦賀レンガドックと周辺区域全体の整備及び運営、維持管理に対する市と
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民間事業者との役割分担についてご提案いただきたい。（レンガドックの基

盤整備、上下水道及び電気関連インフラの引き込みは市が実施を想定して

いる。） 

 

⑥対話を希望する業種 

 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサルタント     

7.運営（          ） 

8.その他（          ） 

⑦対話を希望する事業者

の事業展開エリア 

1.全国展開している事業者   2.当該エリア外の事業者  

3.地元事業者      4.その他（          ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の種類 

 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.維持管理・運営 

5.その他（             ） 

②想定する事業の手法 

 

1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.公的不動産の利活用   ５.包括的民間委託 

6.指定管理者制度   ７.コンセッション 

８.その他（             ） 

③事業内容 

 

海洋都市横須賀の実現に向けた重要拠点、市内の歴史や観光周遊の中核的な

集客交流拠点とするため、国内唯一の大規模な浦賀レンガドックを中心に周

辺区域を利活用整備する。 

④現状及び課題 （現状） 

令和３年３月に住友重機械工業株式会社から寄附を受け、暫定整備として周

辺区域内整地、トイレ改修工事を行った。まずは、施設の有効利用及び企業

等の進出意欲醸成を図るため、浦賀レンガドックの価値を広く周知したい。

10 月より、クルーズ船、ドック内のプロジェクションマッピングなど様々な

利活用を進める予定。 

 

（課題） 

・官民連携として、「飲食・物販・体験施設」などの最低限の施設に加え、浦

賀奉行所など歴史資料をもとに復元した施設等も併設したい 

・浦賀のまちのポテンシャルや認知度が依然として低く、民間企業の進出意

欲が不明 

・上記施設に加え、例えばどのような施設を追加することで収支が見合うか、

また、浦賀レンガドックと親和性のない施設を追加しないと収支が見合わ

ないか不明 

・官民連携手法が明確に定まらないため、長期的なスケジュールが確定しな

い 

・基幹的な整備に多額の公的投資が必要（護岸、レンガドック、インフラ等） 

・レンガドックの保存と活用（重要文化財指定すると利活用に制限がかかる） 

・歴史資料の統合（既存、浦賀コミュニティセンター分館、博物館等） 
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・土壌汚染による整備負担増（官民共） 

・臨港地区（工業港区）の変更が必要 

⑤前提条件 

 

浦賀レンガドックの保存を前提に、その活用とともに周辺区域とあわせて、

海洋都市横須賀の実現に向けた重要拠点となるよう整備する。 

 

【浦賀ドックについて】 

・文化財保護法に基づく有形文化財(建造物)登録を検討 

・ハンマーヘッドクレーン(２基のうちの７t クレーンは残存想定、20ｔクレ

ーンは撤去済) 

⑥事業スケジュール 

（予定） 

未定 

（２）対象地  

① 所在地 

（交通情報含む） 

神奈川県横須賀市浦賀 4-7-1 ほか（浦賀駅から徒歩５分） 

②敷地面積 27,646.53 ㎡ 

③土地利用上の制約 

 
 

都
市 
計
画 

用途地域 工業地域 

建蔽率／容積率 60/200 

地域地区 
臨港地区-工業港区、第２種高度地区(20m 制限)、 
都市機能誘導区域外、居住誘導区域外 

港湾計画 工業用地 

④所有者 市 

⑤周辺施設等 ・防衛大学校 

 

周辺・名所および歴史は以下の別添４パンフレット参照 

浦賀歴史散策マップ 

三浦半島きままに散歩 

浦賀奉行所 

やさしく解説 浦賀奉行所 

⑥対象地周辺の環境 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、特

徴、留意すべきこと等） 

浦賀地区イベント 

咸臨丸フェスティバル（例年４･５月予定、約 30,000 人来場） 

浦賀みなと祭り（例年 8 月予定、約 35,000 人来場） 

観音崎フェスタ（例年 11 月３日予定、約 30,000 人来場） 

浦賀奉行所開設 300 周年記念イベント（2021 年 10 月予定） 

（３）対象施設   

（3）-1．建物 既存 整備後（予定） 

①施設名称 浦賀レンガドック  

②施設の延床面積 浦賀レンガドック周辺区域の敷地 

27,646.53 ㎡ 

 

浦賀ドックの構造・大きさ 
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レンガ造り・フランス積み 

長さ 180.3ｍ、幅 25.7ｍ、 

深さ 10.9ｍ 

③建物の構成（構造、階数）   

④主な施設の内容、 

導入機能 

  

⑤運営状況 

(運営主体、事業手法等） 

市が保存・管理 

 

 

⑥その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

・周辺平地はアスファルト舗装 

・周辺敷地内には、トイレ施設２ヶ所

(改修予定)、排水用ポンプ施設、コ

ミュニティ広場あり 

・周辺のコミュニティ広場にレンガ

ドック活用センター(193.77 ㎡)

を建設 

・コミュニティ広場は外周をメッシ

ュフェンスで囲まれ、敷地内と道路

側の５ヶ所に４ｍ門扉あり 

・敷地内の障害物は撤去し安全対策

を施す予定 

 

（3）-2．インフラ系 

（上下水道、道路等） 
既存 整備後（予定） 

①施設名称   

②規模、能力 等   

③運営状況 

(運営主体、事業手法 等） 

  

④その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

  

 

■ 添付資料 

⚫ 位置図 

⚫ 現地写真 

⚫ 周辺環境 

⚫ パンフレット(浦賀歴史散策マップ) 

⚫ パンフレット(三浦半島きままに散歩 uraga2017) 

⚫ パンフレット(浦賀奉行所) )-0825151619 

⚫ パンフレット(やさしく解説 浦賀奉行所) 

 

 

 


